
勤
務
し
て
い
る
病
院
の
紹
介
の
後
、

病
院
内
で
の
栄
養
士
の
取
り
組
み
に

苦
労
が
あ
る
が
、
大
切
な
こ
と
だ
と

感
じ
る
講
演
だ
っ
た
。

ビ
リ
の
希
望
が
あ
り
、
当
施
設
を
利

用
さ
れ
た
。

入
所
時
覚
醒
な
く
、
咽
頭
運
動
反

応
が
な
く
、
家
族
が
無
理
に
口
腔
内

に
ゼ
リ
ー
を
お
し
こ
め
る
が
、
の
み

込
め
ず
、
か
き
出
し
た
。
経
口
訓
練

実
施
内
容
は
ア
イ
ス
マ
ッ
サ
ー
ジ
と

と
ろ
み
1.5
％
の
氷
水
30
cc
か
ら
始

め
、
２
週
間
く
ら
い
で
車
椅
子
乗
車

散
歩
が
覚
醒
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

家
族
・
医
師
・
Ｏ
Ｔ
・
看
護
師
・

栄
養
士
・
介
護
士
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
、
発
熱
が
あ
る
時
は
経
口
摂
取
を

中
止
し
、
レ
ク
参
加
や
立
位
訓
練
に

よ
り
昼
夜
逆
転
が
改
善
さ
れ
た
。
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第
23
回

講
演
会
報
告

①
「
チ
ー
ム
で
経
口
移
行
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
」

講
師
　
東
松
山
市
総
合
福
祉
エ
リ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
管
理
栄
養
士

榊
原
　
直
子
先
生

平
成
27
年
２
月
14
日
（
日
）
午
後
１
時
〜
４
時

彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
２
階
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル

施
設
の
紹
介
の
後
、
チ
ー
ム
で
経

口
移
行
へ
取
り
組
ま
れ
た
症
例
を
紹

介
さ
れ
た
。
こ
の
症
例
は
大
正
11
年

生
ま
れ
の
女
性
で
介
護
度
５
、
Ａ
Ｄ

Ｌ
は
ほ
ぼ
全
介
助
で
１
年
前
に
脳
梗

塞
で
嚥
下
障
害
が
残
り
、
胃
ろ
う
を

造
設
後
に
、
経
口
摂
取
と
身
体
リ
ハ

４
か
月
を
過
ぎ
る
と
食
事
量
が
増

え
、
経
管
栄
養
の
量
も
減
少
で
き
た
。

９
か
月
を
過
ぎ
る
と
３
食
経
口
摂
取

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
医
師
よ
り

経
口
移
行
終
了
と
判
断
さ
れ
経
口
維

持
加
算
Ⅱ
の
指
示
を
受
け
た
。

考
察
は
、
図
１
を
参
考
と
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
経
口
移
行
は
大
変
な

講 演 １

②
「
口
腔
期
の
障
害
が
強
い
嚥
下
障
害

患
者
が
経
口
摂
取
に
至
る
ま
で

～
栄
養
士
の
役
割
を
中
心
に
～
」

講
師
　
国
保
町
立
小
鹿
野
中
央
病
院

栄
養
科
長

加
藤
　
喜
大
先
生

講
演
会
に
は
、
歯
科
医
師
を
は
じ

め
看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
、
言
語
聴

覚
士
、
管
理
栄
養
士
や
介
護
施
設
職

員
等
約
２
３
０
名
が
参
加
し
た
。

今
回
は
、
司
会
の
中
里
理
事
の
も

と
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
し
て
埼
玉
県
栄
養
士
会
、
埼
玉
県

看
護
協
会
、
埼
玉
県
歯
科
医
師
会
よ

り
４
題
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

つ
い
て
症
例
を
紹
介
さ
れ
た
。

症
例
は
73
歳
男
性
（
Ａ
氏
）、
脳
梗

塞
後
遺
症
で
小
鹿
野
中
央
病
院
に
転

院
さ
れ
た
。
転
院
直
後
の
評
価
は
、

あ
る
程
度
の
経
口
摂
取
が
可
能
と
判

断
さ
れ
、
ま
た
す
で
に
４
か
月
間
挿

入
さ
れ
て
い
た
経
鼻
胃
管
に
よ
り
鼻

翼
部
に
潰
瘍
を
生
じ
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
経
鼻
胃
管
を
抜
去
し
、
経

（図１）

（
２
面
へ
続
く
）
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地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
に

よ
る
事
業
が
開
始
さ
れ
、
埼
玉
県
歯

科
医
師
会
で
も
昨
年
３
月
か
ら
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
、

地
域
在
宅
歯
科
医
療
推
進
拠
点
を
開

設
し
本
格
的
に
始
動
し
た
。

約
一
年
弱
経
過
し
、
県
下
19
か
所

に
設
置
さ
れ
た
拠
点
で
、
入
院
中
や

在
宅
療
養
に
お
け
る
切
れ
目
の
な
い

歯
科
医
療
提
供
活
動
を
行
な
っ
て
い

る
。
今
回
具
体
的
な
事
例
を
浦
和
地

区
の
在
宅
拠
点
窓
口
を
例
と
し
て
報

告
し
た
。
内
容
は
、
独
立
行
政
法
人

地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
埼
玉
メ
デ

ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
医
療
法
人

聖
仁
会
西
部
病
院
に
お
け
る
歯
科
衛

「
口
か
ら
食
べ
る
こ
と
を
支
え
る
た
め
に
、

在
宅
で
で
き
る
こ
と
」

講
師
　
埼
玉
県
看
護
協
会
立
県
南
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

管
理
栄
養
士
　
訪
問
看
護
認
定
看
護
師
　
木
村

道
子
先
生

講 演 ２

「
口
腔
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
効
果
と

嚥
下
機
能
向
上
へ
の
取
り
組
み
」

講
師
　
埼
玉
県
歯
科
医
師
会

地
域
保
健
部
副
部
長小

宮
山

和
正
先
生

講 演 ３

口
摂
取
お
よ
び
輸
液
に
て
栄
養
摂
取

を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。（
心
臓
周
囲

に
水
の
貯
留
、
胃
が
腸
に
隠
れ
た
位

置
に
あ
る
事
か
ら
胃
ろ
う
は
断
念
し

た
）誤

嚥
の
リ
ス
ク
は
高
い
が
、
栄
養

士
と
し
て
は

「
何
と
か
し
な
く
て
は
」

と
い
う
強
い
思
い
と

、「
も
し
で
き
な

か
っ
た
ら
…
」
と
い
う
不
安
を
感
じ

た
が
、
嚥
下
チ
ー
ム
の
医
師
、
看
護

師
、
Ｓ
Ｔ
、
Ｏ
Ｔ
、
Ｐ
Ｔ
と
共
に
経

口
移
行
を
開
始
し
た
。

Ａ
氏
は
食
の
好
み
が
は
っ
き
り
し

て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
経
口
摂
取
に

影
響
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
た
め

に
「
ど
ん
な
食
形
態
で
あ
れ
ば
安
全

確
実
に
摂
取
で
き
る
か
」
に
加
え
、

「
ど
ん
な
食
事
内
容
で
あ
れ
ば
機
嫌
よ

く
摂
取
し
て
く
れ
る
か
」
を
模
索
す

る
必
要
が
あ
っ
た
。

評
価
を
継
続
し
な
が
ら
の
直
接
訓

練
を
行
い
、
ご
本
人
の
好
み
に
対
応

し
な
が
ら
徐
々
に
食
上
げ
を
す
る
が
、

痰
も
多
く
、
誤
嚥
性
肺
炎
を
疑
う
発

熱
も
何
度
か
見
ら
れ
た
。
身
体
症
状

と
食
事
摂
取
に
対
す
る
本
人
の
意
思

を
尊
重
す
る
こ
と
で
肺
炎
の
重
症
化

を
防
止
し
、
同
時
に
嚥
下
チ
ー
ム
に

て
検
討
会
を
行
い
、
慎
重
に
経
口
摂

取
を
進
め
た
。

そ
の
結
果
、
徐
々
に
経
口
摂
取
が

安
定
し
た
が
、
必
要
栄
養
量
を
経
口

摂
取
の
み
で
確
保
す
る
こ
と
ま
で
に

は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
次
の
課
題
は

必
要
栄
養
量
の
確
保
で
、
少
量
で
高

栄
養
の
取
れ
る
食
事
を
検
討
し
た
。

ま
た
Ａ
氏
の
好
み
に
合
っ
た
間
食
を

取
り
入
れ
る
な
ど
し
て
、
必
要
栄
養

量
を
確
保
出
来
た
。

こ
の
時
点
で
医
師
の
指
示
の
も
と
、

輸
液
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
た
が
、

必
要
な
水
分
と
塩
分
等
を
安
全
確
実

に
摂
取
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
た
。

水
分
の
粘
度
を
１
％
に
し
、
体
調
の

良
い
時
間
帯
（
10
時
、
昼
食
、
15
時
）

に
行
っ
た
と
こ
ろ
効
果
が
あ
っ
た
。

食
事
摂
取
量
が
安
定
す
る
と
と
も

に
リ
ハ
ビ
リ
も
進
み
、
最
終
的
に
主

食
は
米
飯
、
副
食
は
軟
菜
一
口
き
ざ

み
、
水
分
は
と
ろ
み
な
し
で
安
定
摂

取
が
可
能
に
な
り
、
退
院
と
な
っ
た
。

同
協
会
は
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者

ま
で
の
幅
広
い
看
護
を
行
っ
て
い
る

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。
そ
の
結
果
、

食
事
時
間
の
短
縮
が
図
ら
れ
る
と
と

も
に
食
事
量
も
増
え
、
口
腔
機
能
の

活
性
化
が
食
事
の
際
の
残
滓
の
減
少

に
つ
な
が
っ
た
。

訪
問
看
護
師
は
患
者
と
食
事
提
供

者
の
間
に
入
っ
て
調
整
や
繋
ぎ
の
役

目
を
果
た
す
。

事
例
２
で
は
、
神
経
難
病
の
Ａ
Ｌ

Ｓ
患
者
の
症
例
が
紹
介
さ
れ
た
。
病

状
の
進
行
度
に
合
わ
せ
た
食
事
介
助

に
お
い
て
、
患
者
自
身
が
食
べ
た
い

意
欲
が
あ
る
場
合
、
介
助
者
は
危
険

と
と
な
り
あ
わ
せ
で
常
に
悩
ん
で
い

結
び
の
話
で
「
真
剣
に
か
か
わ
る

こ
と
で
心
は
通
じ
る
」「
口
か
ら
食
べ

る
食
事
、
心
を
元
気
に
す
る
か
か
わ

り
」（
図
２
）
が
い
か
に
大
切
か
を
学

ん
だ
講
演
だ
っ
た
。

る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
担
当

者
会
議
に
お
い
て
本
人
の
意
思
を
尊

重
し
て
最
後
ま
で
食
べ
る
こ
と
を
支

え
て
い
く
た
め
に
常
に
多
職
種
間
で

協
議
し
な
が
ら
ケ
ア
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
訪
問
看
護
師

は
、
本
人
の
し
た
い
こ
と
や
で
き
る

こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
本
人
の

意
思
決
定
の
支
援
を
す
る
場
合
、
医

学
的
な
最
善
策
と
本
人
の
希
望
と
の

相
違
を
説
明
し
納
得
し
て
も
ら
う
事

が
役
割
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
た
。

団
体
で
あ
る
。

各
事
例
を
通
し
て
、
食
事
の
内
容

か
ら
ど
の
よ
う
な
変
化
が
見
ら
れ
、

嚥
下
評
価
を
正
し
く
す
る
こ
と
で
ど

の
時
期
の
障
害
が
あ
り
、
如
何
に
対

応
し
て
い
け
ば
十
分
に
口
か
ら
の
食

事
が
取
れ
る
か
を
解
説
さ
れ
た
。
事

例
１
は
進
行
性
核
状
性
麻
痺
患
者
で
、

歯
科
医
師
か
ら
は
姿
勢
の
保
持
や
補

助
栄
養
の
利
用
に
よ
る
栄
養
補
給
の

（図２）
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「
多
職
種
連
携
で
の

経
口
摂
取
支
援
へ
の
取
り
組
み
」

《
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
》

埼
玉
県
摂
食
・
嚥
下
研
究
会

専
務
理
事

藤
野

悦
男
先
生

指
定
発
言
と
し
て
、
埼
玉
県

看
護
協
会
常
務
理
事
で
本
会
理

事
の
大
矢
ノ
リ
子
先
生
か
ら
は

日
本
看
護
協
会
及
び
埼
玉
県
看

護
協
会
に
つ
い
て
の
多
職
種
連

携
推
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

紹
介
が
あ
り
、
埼
玉
県
栄
養
士

会
会
長
で
本
会
理
事
の
平
野
孝

則
先
生
か
ら
、
厚
生
労
働
省
栄

養
ケ
ア
活
動
整
備
支
援
事
業
に

お
け
る
潜
在
栄
養
士
の
活
用
と

東
埼
玉
総
合
病
院
と
の
連
携
に

よ
る
栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
が
あ

っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

の
た
め
に
は
多
職
種
連
携
に
よ

る
食
支
援
の
重
要
が
確
認
さ
れ

た
の
で
、
今
後
と
も
引
き
続
き

こ
の
課
題
に
取
り
組
む
必
要
性

を
痛
感
し
た
。

シンポジウム
４
名
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
を
迎
え
て
、

標
記
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。

国
は
、
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢

者
と
な
る
２
０
２
５
年
を
目
途
に
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目

指
し
、
そ
の
た
め
の
財
政
支
援
制
度

と
し
て
の
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保

つ
い
て
、
小
宮
山
和
正
先
生
か
ら
は

職
種
間
で
「
で
き
る
こ
と
」「
で
き
な

い
こ
と
」
を
補
い
合
う
こ
と
の
重
要

性
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、
木
村
道
子

先
生
か
ら
は
、
在
宅
で
の
訪
問
看
護

に
お
い
て
は
口
の
課
題
が
な
い
と
歯

科
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、

摂
食
・
嚥
下
機
能
の
こ
と
も
含
め
歯

科
と
の
連
携
を
進
め
た
い
と
話
さ
れ

た
。
榊
原
直
子
先
生
か
ら
は
、
食
の

課
題
に
は
在
宅
・
施
設
と
も
家
庭
環

境
や
経
済
的
な
問
題
が
大
き
く
関
わ

り
、
特
に
在
宅
で
は
老
々
介
護
も
多

く
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
と
の
連

携
が
な
い
と
栄
養
士
単
独
で
の
食
支

援
は
難
し
い
と
話
さ
れ
た
。
加
藤
喜

大
先
生
か
ら
は
秩
父
地
区
の
地
域
特

性
か
ら
公
共
交
通
も
少
な
い
地
域
で

の
要
介
護
高
齢
者
等
の
支
援
の
た
め

に
「
多
職
種
連
携
を
考
え
る
会
」
に

つ
い
て
紹
介
が
あ
り
、
秩
父
郡
市
歯

科
医
師
会
の
内
田
博
先
生
か
ら
補
足

説
明
が
さ
れ
た
。
本
会
大
渡
廣
信
理

事
か
ら
は
富
士
見
市
の
ミ
ー
ル
ラ
ウ

ン
ド
を
含
め
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

紹
介
さ
れ
た
。

埼
玉
県
歯
科
医
師
会
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
地
域
保
健
部
長
の
三

木
昭
代
先
生
か
ら
最
新
の
情
報
提
供

が
さ
れ
た
。
ま
た
明
海
大
学
歯
学
部

摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
分

野
の
大
岡
貴
史
准
教
授
か
ら
は
、
50

代
か
ら
の
摂
食
嚥
下
障
害
予
備
軍
へ

の
予
防
的
な
取
り
組
み
の
重
要
性
に

つ
い
て
話
さ
れ
た
。

生
士
に
よ
る
口
腔
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

実
施
方
法
や
、
必
要
に
応
じ
て
か
か

り
つ
け
の
歯
科
医
へ
の
患
者
紹
介
例

な
ど
で
あ
る
。

特
に
通
院
が
で
き
な
い
な
ど
歯
科

受
診
に
困
難
を
か
か
え
る
歯
科
治
療

難
民
（
歯
科
通
院
不
可
能
な
方
）
の

様
々
な
症
例
を
提
示
し
、
む
し
歯
や

歯
周
病
で
口
腔
内
が
崩
壊
状
態
の
方

へ
の
訪
問
歯
科
診
療
の
必
要
性
を
説

い
た
。
ま
た
、
口
腔
ケ
ア
を
行
う
際

に
唾
液
腺
と
の
関
係
等
も
説
明
し
な

が
ら
開
口
へ
の
ヒ
ン
ト
な
ど
も
説
明

し
た
。
さ
ら
に
、
多
職
種
連
携
の
一

例
と
し
て
、
Ｖ
Ｅ
（
嚥
下
内
視
鏡
）

を
用
い
た
症
例
を
提
示
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
職
が
役
割
を
分
担
し
、
協

働
し
て
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
本

来
の
連
携
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、

「
円
で
あ
り
、
縁
で
あ
る
」
こ
と
を
理

解
し
合
っ
た
。

基
金
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
制
度

は
、
日
常
生
活
圏
に
お
い
て
、
医

療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活

支
援
の
一
体
的
な
提
供
を
目
指
し
て

い
る
。
２
０
２
５
年
ま
で
10
年
を
切

り
、
本
県
高
齢
化
率
も
、
２
０
１
５

年
１
月
１
日
現
在
で
23
・
７
％
で
あ

る
。
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
構
成

率
は
９
・
９
％
で
あ
り
、
２
０
２
５

年
に
は
16
・
８
％
・
１
１
８
万
人
に

な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
で
、

居
宅
・
施
設
・
病
院
を
含
め
、
多
職

種
連
携
に
よ
る
「
口
か
ら
食
べ
る
」

を
ど
の
よ
う
に
進
め
た
ら
よ
い
か
に



埼玉県摂食・嚥下研究会

日時：平成28年 7月10日（日）13：00～16：00
場所：彩の国すこやかプラザ  2階セミナーホール

第24回  講 演 会
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主 催：埼玉県摂食・嚥下研究会

フリガナ

氏　　名
職　種

住　　所

（勤務先）

電　話

F A X  

参加申込書

※参加者多数の場合はご連絡いたします。

※改めて参加証はお送りいたしません。

■定　員：250名

■参加費：会　員/　無　料
　　　　　非会員/  2,000円（資料作成代等）

埼玉県摂食・嚥下研究会（ 会員 ・ 非会員 ） ※どちらかに○を付けてください

■申込締切日：７月１日（金）

ＪＲ京浜東北線

コン
ビニ

国道17号線

至上尾
た
つ
み
通
り

太陽生命ビル 西口

与野駅

P
P

すこやかプラザ

講 師：埼玉県薬剤師会常務理事

講 師：明海大学歯学部機能保存回復学講座
　　　 摂食嚥下リハビリテーション学分野准教授

「嚥下とくすり」

畑中 典子先生

「地域で食事支援を行うために」

大岡 貴史先生

問合せ：埼玉県歯科医師会事務局　TEL 048－829－2323

講 演 1

講 演 2

演 題：

演 題：


